
24  ♩כ◦ 
ה   

─ ─ ⌐⅔™≡ ╩ ∆╢≤ ╘╠╣╢ ≤⇔≡ →╠╣√ ┼

─ ┘∕─ ─

⌐╟╢ ⱥ▪ꜞfi◓≢ ™√∞™√ ─ ╙ ╘≡ ™╕

∆⁹

ủ₈ ─ ─ ⌐ ↑≡ ꞉כ◐fi◓◓ꜟכⱪ╩ ⇔ ╩ ℮⌂≥⇔≡

™╢⅜ ⅝ ⅝ ⌐ ↑≡─ ╩ ⇔≡™√∞⅝√™⁹₉

─ ╩╟╡ ™ ≢ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡ 23 ⅛╠

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐ ⇔ ꞉כ◐fi◓≢─ ╩ ╖ ⌡≡⅝√⁹∕─

⇔≡⅝√ ─ ─ ה ╩ ∆╢

√╘⌐ ─ 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐

⇔ 25 ─↓⁹√∫⌂⌐≥↓╢∑↕♩כ♃☻╡╟ │ 24
─ ⌐⅔™≡ ─ 24 ⌐⅔™≡

╙ ↕╣√⁹

⇔™ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ₈ ₉₈ ₉₈ ₉

─ ≈─ ⅛╠ ↕╣╢⁹ │ ⌐ ∆╢ ≢│⌂ↄ

╩ ─ ≤⇔≡ ⌐ ┘≈⅝ ⌂╡№∫≡™╢⁹ │ ≢

₈ ─ ™₉₈ ₉╩ ⇔ ─ ╩ ┬⁹ ⌐│

╩ ∆╢⅜ ∕─ ─ ─ ∞↑⌐≤≥╕╠∏ ─

─ ↕╠⌐ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡

╩ ⅎ√ ─ ╩ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⌂╢ ⁹

ủ₈ ≢≤⌂ⱶ☼ꜞ♫כꜗ☺⅜ ⇔ ╘≡™╢╟℮∞⅜ ∕℮⇔√ ╛◐ꜗꜞ

▪Ɽ☻╩ ⅛╡╛∆ↄ ╛ ⌐ ⇔≡ ⇔™⁹₉

ה ⱱכⱶⱭכ☺⌐⅔™≡ ₈ ה ₉─Ɑכ☺

╩ ⅛╡╛∆™ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐ ה ─ ♃כ♦─

╩ ⇔╛∆™╙─⌐ ⇔ ⌐ ↑≡─ ─ ╩ ∫√⁹

╕√ ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ∫≡ ┼─ כꜙ♬ꜞ╩

▪ꜟ⇔ ⸗♦ꜟ─ ╩ ⅎ╢⌂≥ ◐ꜗꜞ▪Ɽ☻─ ─ ╩ ∫√⁹

↕╠⌐ ≢ ⇔≡™╢ ─ ⌂≥╙ ≢⅝╢╟℮ ⅝ ⅝

⌐ ╘ ─◐ꜗꜞ▪ ⌐ ≈ ╩ ⇔ ∆╢≤≤╙⌐

─ ⌂╢ ─ ≤⌂╢═ↄ ⌐╟╢ⱱכⱶⱭכ☺─ ⌐ ╘

╢⁹

ủ₈ ─ ≤⇔≡ ↕╣√ ⅜ ⇔≡™ↄ√╘⌐

ⱪ♇◦כ♄כꜞ─ ─ ↕╣√ ≤≤╙⌐ ≤⇔≡↓╣╕≢

─ ╩ ⅛⇔≡ ⌐ ╦∫≡™ↄ↓≤╩ ∆╢⁹₉

 ╙ ─ ╩ ℮◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ╩ ⌐ ↄ─

⅜ ─ ה ∕⇔≡ ⌐ ⇔≡⅔╡ ─

√╢ ≤⇔≡ ─ ─ ─ ⌐ ↑≡ ╡ ╪≢™╢⁹

╕√ ⌐ ─ ↄ╩ ⅜ ⇔≡™╢⅜ ╙ ≤

⇔≡ ─ ╩ ∆╢√╘ ─ ╩ ╘╢ ╩ ⇔≡ ℮

⁹
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ה ─Ⱶ♇◦ꜛfi─ ┘ ≈─ⱳꜞ◦כ ▪♪Ⱶ♇◦ꜛfi ◌ꜞ◐ꜙ

ꜝⱶ ♦▫ⱪ꜡ⱴ ⌐≈™≡

ₒ ₓ

│ ₈ ╩ ≤⇔ ≤ ╩

∆╢√╘ ╩╗⌡≤∆╢ ╩⅔↓⌂℮₉↓≤╩ ─ ≤⇔≡

→≡™╢⁹▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ≤⇔≡│ ⅛⌂ ╩ ⅎ╢≤ ⌐

™ ╩ ⇔≡ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝ ⌐ ≢⅝╢ ─ ╩

⇔ ─╟℮⌂ ╩ ╘≡™╢⁹ 25 ╢∆♩כ♃☻╠⅛ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ ₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉ ⌐⅔™≡│ ─ ה ─

⌐ ↑≡ ♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ≤◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ─ ⇔╩ ╡≈≈

∞↑≢⌂ↄ ≢ ≢⅝╢ ⌐№┤╣√ ╩ ⇔ ↓─ ╩

↕∑╢√╘─ ─ ⌐ ╘╢ ⁹

ₒ ₓ

│ ⅛⌂ ╩ ⅎ√ ⌂☺▼Ⱡꜝꜞ☻♩─ ╩ ─

ה ≤⇔≡ → ╩ ⅎ√ ה ⌂ ─ ╩

Ⱶ♇◦ꜛfi─└≤≈≤⇔ ▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ ─╟℮⌂ ╩ ╘≡™

╢⁹₈ ₉─ ⅛╠⌂╡ ₈ ₉₈ ₉₈

₉ ┘₈21 ⱪ꜡☺▼◒♩ ₉─ ≢ ⇔≡™╢⁹◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─

≤⇔≡ ⅛≈ ─ ⌂╢ ╩ⱶכ♅⅜ ≢ⱪכꜟ◓≢╪ ╩ ∆╢

◖▪ ╩ ≤⇔ ⌐ ┬ ≢─ ⌂ ≤ ⌐ ∕╣

─ ─ ╩ ↑╢⌂≥ ─ ╩ ⌐ ↑╠╣╢◦☻♥ⱶ≤

⇔≡™╢⁹↓─╟℮⌂◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ≤♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ ╩ → ה

ה ⌐ ≢√ 21 ─₈ ₉─ ⌐ ≢⅝╢ ⅛⌂

╩ ⅎ√ ╩ ∆╢═ↄ №╢ ─ ⌐ ⅝ ⅝ ╘╢⁹
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24  ♩כ◦ 
ₒ ₓ  

ה

♩כ◦ ┘ ⱥ▪ꜞfi◓─ ╩ ⌐ ™╕∆⁹

≢⅝╢

ה ─ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡ 25 ╟╡ ─ 10 
ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ∆╢⌂≥

╩ ↑≡™╢ │ ≢⅝╢⁹

ה ⅜ ⇔≡™ↄ√╘⌐ ─ √╢ ≤⇔

≡ ה ⌐ ⌐ ⇔ ⌂₈Ɽ♇◔כ☺ ₉─ ╛

⌐ ∫√ ╩ ╡ ╗⌂≥ ─ ⌐ ╡ ╪≢™╢ │ ≢⅝╢⁹ 

╩ ∆╢≤ ╘╠╣╢

ה ה ┼─ ≤⇔≡ ⱱכⱶⱭכ☺─ ה ╛ ┼─

⌐ ∆╢ ─ ⌂≥╩ ∫≡™╢⅜ ─ ⌂≥⌐╟╢

─ ה ⌐ ↑≡─ ╩ ⇔≡™√∞⅝√™⁹

ה ─ √╢ ≤⇔≡⁸ ≤ ⇔≡⁸

⌐⅔↑╢ ─ ╡ ⌐≈™≡ ↓╣╕≢─ ╩ ⅛⇔≡ ⌐ ╦∫

≡™ↄ↓≤╩ ∆╢⁹

ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢ ⌐ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ╘╢ ⌐

⅛╠─ ה ╩ ∫≡™√∞⅝√™⁹
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25  ♩כ◦ 
ה   

─ ─ ⌐⅔™≡ ╩ ∆╢≤ ╘╠╣╢ ≤⇔≡ →╠╣√

┼─ ┘∕─ ─

⌐╟╢ ⱥ▪ꜞfi◓≢ ™√∞™√ ─ ╙ ╘≡ ™

╕∆⁹

ủ₈ ה ┼─ ≤⇔≡ ⱱכⱶⱭכ☺─ ה ╛ ┼─

⌐ ∆╢ ─ ⌂≥╩ ∫≡™╢⅜ ─ ⌂≥⌐╟╢

─ ה ⌐ ↑≡─ ╩ ⇔≡™√∞⅝√™⁹₉

ה ⱱכⱶⱭכ☺⌐⅔™≡ ►▼Ⱪ▪◒☿◦ⱦꜞ♥▫╩

∆╢√╘ ⌐ ↑≡ ♩♇ⱪⱭכ○ꜟכ꜡≥כꜛ◦♪▬ꜝ☻⌐☺כⱣכ

╩ ⇔ Ɑכ☺┼╟╡▪◒☿☻⇔╛∆™╙─≤⌂╢╟℮⌐ ה ╩

∫√ ⁹

⌂⅔ ⅛╠ Ɽfiⱨ꜠♇♩─ ╩ √⌐

∆╢↓≤≤⇔≡⅔╡ ⌐╟╢ⱱכⱶⱭכ☺⌐≈™≡╙ ╩ ╛∆⌂≥

╩ ╡ ⌂ ─ ╙ ╘√ ⌐ ℮ ─ ╩ ⌐ ⇔≡

™ↄ⁹

 ╕√ ┘ ─ ─ ה ╩ ⅛≈ ⌐ ∫≡™ↄ√╘

⅝ ⅝ ─≥ⱪכꜟ◓ ╩ ⇔ ⌂ ╩ ∫≡™ↄ⁹

ủ₈ ─ √╢ ≤⇔≡ ≤ ⇔≡

⌐⅔↑╢ ─ ╡ ⌐≈™≡ ↓╣╕≢─ ╩ ⅛⇔≡ ⌐ ╦∫

≡™ↄ↓≤╩ ∆╢⁹₉

 ╙ ─ ╩ ℮◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ╩ ⌐ ↄ─

⅜ ─ ה ∕⇔≡ ⌐ ⇔≡⅔╡

─ √╢ ≤⇔≡ ─ ─ ─ ⌐ ↑≡ ╡ ╗≤

≤╙⌐ ∕─ ╩ ╙ ⇔≡™ↄ⁹╕√ ⌐ ─ ↄ╩

⅜ ⇔≡™╢⅜ ╙ ≤ ⇔≡ ⌐ ∆╢ ╖╩

⇔ ─ ╩ ∆╢√╘ ─ ╩ ╘╢≤≤╙⌐ ─

↕╠⌐│ ⱪ꜡☺▼◒♩─ ─ ─ ⌐

⌐ ╦∫≡™╢ ⁹

ủ₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢ ⌐ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ╘╢ ⌐

⅛╠─ ה ╩ ∫≡™√∞⅝√™⁹₉

23 ⌐ ╩ ⌐ ─ ⌐≈™≡─▪fi◔כ♩╩ ∂≡

─№╡ ⌐≈™≡ ⇔ 25 √⇔ꜟ▪כꜙ♬ꜞ╠⅛ ⱪ

꜡◓ꜝⱶ─ ─√╘⌐ ⇔√⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ∆╢ ⌐≈

™≡ ▪fi◔ה♩כ ╩ ⇔ ⅛╠─ ╩ ╕ⅎ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ─ ה ⌐ ≡≡™ↄ⁹

╕√ ◐ꜗꜞ▪☿fi♃כ⌐⅔™≡ ╩ ⇔√ ⌐ ⇔≡▪fi◔כ

♩╩ ⇔≡™╢↓≤⅛╠ ▪fi◔כ♩ ─ ⌐≈™≡ ╩ ╡

─ ┘⌐ ─ ╩ ∆╢ ⁹
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⅜ ∆╢√╘─ ⌐≈™≡

ₒ ₓ

23 ⅛╠ ─ ≢№╢ ≤ ─ ╩ ⌐ ⇔

₈ ה ⅛╠ ⇔™ ⌐ ≢⅝╢ ₉╩ ╗√╘─ ⌐

⇔√⁹∕─ 25 ⅛╠ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩

⇔ ╩ ∫≡™╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐│

─ ≈─ ⅜№╡ │ ⅛╠™∏╣⅛─ ╩

⇔ ∕↓≢ ↕╣╢ ╩ ⌐ ╩ ╘╢≤ ⌐ ─ ─ ╙

∆╢⁹╕√ ─ ╩ ┬ ○ꜞ☺♫ꜟ─ ≤⇔≡ ⌐│₈

┼─™↨⌂™₉₈ ₉ ⌐│₈ ₉╩ ⇔≡™╢⁹

⌐ ─ ⌂ ה ╩ ∆╢√╘ ─₈ ┼─™↨⌂

™₉─ ≢│ ⅜ ╠ ╩ ⇔ ╩ⱴכ♥ ⇔

₈ ─◄Ⱡꜟ◑כ ⌐ √∟│≥℮ ⅝ ∫≡™ↄ⅛₉≤™℮♥כⱴ≢ ≢

⇔√ ╩╙≤⌐ ⅜ ≤⌂∫≡ ⌂ ╩ ∫√⁹╕√ ⌐ ─

⅜ ╦╣ ⅜ ⌂ ⌂≥ ⅛╠ ₁⌂ ⅜№∫√⁹ ─ ╩ ⌐

─ ⌐ ↑ ╩ ⇔ ⌐ ─ ╩ ⇔≡™ↄ ⁹

ₒ ₓ

│ ⅛╠⌂╡ ה ה

┘ 21 ⱪ꜡☺▼◒♩ ⅛╠ ↕╣≡™╢⁹ │ ─ 11─
╕√│ ─ 21 ⱪ꜡☺▼◒♩ ─™∏╣⅛⌐ ≢⅝╢

⁹ │ ─ ⌐╟∫≡ ™ ─ │

≤│ ⌂╢ ⅛╠ ∆╢ ⁹

⅜ ─ ╩ ∆╢ 21 ⱪ꜡☺▼◒♩ ─ ╩

℮√╘⌐ 21 ⱪ꜡☺▼◒♩ ╩ ↑≡™╢⁹ 
≢│ ╩ ∆╢√╘⌐₈◖▪ ₉⅜

╕√ ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ╛ ╩ כ◦ꜝ♥ꜞ₈⌐╘√╢∆ ₉⅜

↕╣≡™╢⁹◖▪ │ PBL⌐╟╢ ≢№╡ ה ─ ⌂╢

⅜ ⱪכꜟ◓≥╙─ⱴכ♥ ╩ ℮⁹ │ ◖▪ כ▫♥⌐

♅fi◓▪◦☻♃fi♩≤⇔≡ ⇔ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─ ╩ ╢⁹↓╣╠─ ⌐≈

™≡│ ▪fi◔כ♩ ╩ ⌐ ↕╠⌐ ─ ╩ ┌∆√╘ ה

ה ╩ ∫≡™ↄ⁹

19 21 ₈ ⌂ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉≤⇔≡

↕╣√₈ כꜗ☺כⱴⱠ♅כ◘ꜞ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉╩ ╙ ⇔

◖▪ ⌐⅔↑╢ PBL ⱪכꜟ◓ ⱨ□◦ꜞ♥כ♃ ⱪ꜡☺▼◒♩

─ ⌂ ♩ⱴⱠ☺ⱷfiה ─ ─√╘─ ╩ ⌐

∫≡™╢ ⁹

╕√ ≤⇔≡ ─ ┼─ ╩ ∫≡™╢⁹

↕╠⌐ ▪☺▪⅛╠─ ─ ⌐ ™ ─ ╩ ⌐ ╘

╢ ≢ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹
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25  ♩כ◦ 
ₒ ₓ  

ה

♩כ◦ ┘ ⱥ▪ꜞfi◓─ ╩ ⌐ ™╕∆⁹

≢⅝╢

ה ה ≢─ ⌐ ⌂Ⱶ♇◦ꜛfi╩ ∫√ ─

≤⇔≡ 25 ⅛╠ ⇔™◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╩☻♃כ♩↕∑╢⌂≥

≢ ⅜№╢╟℮⌐ ≠↑╠╣╢⁹

ה ─ ╩ ⅎ√ ⌐⅔↑╢ ─ ⌂≥╙ ╦╣≡⅔╡

⇔™ ─ ┼─ ╖╙ ▬fi♃כⱠ♇♩ ≢ ⅛╡╛∆ↄ ↕╣

≡™╢⁹

ה ─ ╩ ℮ ⌂ ≤⇔≡ ─ ╡ ╩ ⌐ ⇔

─ ╩ ↑≡™╢⁹

╩ ∆╢≤ ╘╠╣╢

ה │ ☺▼Ⱡꜝꜞ☻♩≢│⌂ↄ№╠╝╢ ⅛╠ ⅎ╠╣╢☻Ɑ◦ꜗ

ꜞ☻♩╩ ≡╢≤™℮ ≢ ₈ ☺▼Ⱡꜝꜞ☻♩₉≤™℮ ⅜ ╩ ⅛

⌂™╟℮ ⇔≡™√∞⅝√™⁹

≢♩♇fi♃ΊⱠ▬ה ↕╣≡™╢ ─◦ꜝⱣ☻⌐ ♀Ⱶ⅜ №╢⁹

₈ ─ ה ₉ ⌐│₈ │ ─◦ꜝⱣ☻ ╩ ∆╢↓≤⁹₉≤

№╢⁹

─◦ꜝⱣ☻⌐ ♀Ⱶ─◦ꜝⱣ☻⅜№╢↓≤│ ─ ⌐ ⇔√

↕╣√◦ꜝⱣ☻≤│ ⅎ⌂™⁹ ─◦ꜝⱣ☻≤⇔≡ ∆╢↓≤

╩ ╖√™⁹

ה ⌐ ⇔≡ ⅜ ⌐ ℮─⅜ ≢№╢⁹₈ ⅜ ∆

╢ ₉╩ ∆ │ ⅜ ∆╢√╘─ ─ ╡ ╩ ⌐

⌐⇔≡ ⇔≡ ⅝√™⁹ ─ ⌐ ⅛╣√ ≤ ─

╩ ℮ ⌂ ≢№╢ ≤⌐ ─ ↄ─ ⌐ ∆╢ ⌂

╩ ∆╢⁹
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ֻ ἶ ɵ ֻ ἶ ǵ
26 9  

Ћἶ̱ѰǲȏȒ ǵʺǦȒ ► ᾯ ₳ᴇ ƲɏɁȯɶȶѩ ǵϹὕ



ɵ˲ Ḣ ˲ ǲ ǠȒἶ Ḣ  

˲˲ ӓ ˲ Ҳ ἶ β∆ ἶ

ɵ Ḣ ѝ Ḣ  

ר ἶ ᴁ ἶ Ḹ ἶ ṑ ἶ

ɵ ̝ Ḣ ˲ ̝ ἶ Ḣ  

᷂᷂Ḣ ṑ ӓ ̈ ̝ ̝

Ḣ ɵ ȆֻȖǢɵ ȆʣǙ╛ȉ֯

Ƽ ֻ ἶǿǵǋǝǱǋƽ( ₴Ѽ  

ἶֲɵ ἶ ƲɕɫȶȥȭɆ ˺ɵȶɡɶɈɨȷɆȋ

  ɜɋȶɟɱɆɨɶȾɶ OBɵOGǵ Ʋ 

Ȯɩɶɕ ɵ ̝  ἶǵǉȑ șʺ̱ ǲ ǏȒ

Ƽ ֻ ἶ ƽ(1₴♥  

   Ḣǵ ˺Ʋὕ Ʋ̱ Ʋ Ȯɩɶɕ Ʋ 

ɝɉ ɪɛɶɆ̸

ǫǵ Ḣɵ01ǵ
ֻɨɗɧɩȠɶɂḌ ǲ▌ǋ nq ǲ▌ǋ

3 

0-1 ֻ ἶ
G07₴ Њἶὑᴣ Ѽ Ʋ׀/5 ♥ ׀/1 Ѽ♥ ǯȉǲЊἶὑᴣșϹ

  ɝɁȵɥɱПὑ Ƽ˲ ɵ ṑɵ ǲ ȖȒѝ ǲǑǘȒ ֻ Ǳ șѝ ɵ ǠȒ Ҙș
ЗǴρǏǦ ↓ᾐ ˲ɵ ș ƽ

4 
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₴
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₴
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₴
↓

 

20
₴
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₴
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₴
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24
₴
↓
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₴
↓

 

˲ἶ  
ἶ  

ֻḌɨȳɶȿɜɋɶȶɡɶɕɫȮɧɞ'FO șȩɨȫɣɧɞӓ
ɵВВ ȱȠ Ƽ ̈ɨȷȭ ƽƼ ǯ ṑƽ ǲǑǘȒOAK Ƴ
ѝ ɵᶮ ǵ ǱȒἶ ǮȮɩɶɕș ǞƲȮɩɶɕӴ̬Ǯ Ʉɶɜ ǯ

ǵ ɵ ș ǋƲ L0₴Ћᴣ֓қƳӵṲ♥ ǶS@ǯǞǭ֓қ
ɵɨɨɄɧȵɶ Ʋ ɨɄɧȵɶƲ Ο Ʋ

̔ ὕ Ʋ ᾍ ἶḨ ὕ
ɵἶἶ ɕɫȶȥȭɆ G1/ 14₴↓ ̏̊ʣ

ɵ ˲ ἶ Ʋ ṑ ἶ Ʋ ἶ
Кǵᾐ 00ǵ Ḣ

ɵ ᾚ ᴣ̱Ѱ ѝ ǵ҇ ᾚ ᴣדȇ

ɵɕɕɫȶȥȭɆḌ Ƽ10ʫ ἶɕɫȶȥȭɆƽ
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経営協議会学外委員評価シート 

【評価者】経営協議会学外委員 

評価対象部局：総合科学部・総合科学研究科 

評価内容（部局長によるプレゼンの内容を基に評価願います。） 

（評価できる点） 

○ 学生が進む専門領域を選ぶ際のフォローとして，共通科目「総合科学概論」等

の講義・体験等のほか，チューター・教育領域委員会による学生個々人に対応す

る履修指導が行われている。 

（改善を要すると認められる点） 

○ 学部学生に対するＰＢＬ授業について，1 年次よりも 3 年次あたりで実施した

方が，ＰＢＬで学んだことを卒業時に活かしやすいのではないか。

○ 学部から研究科への内部進学率を高める方策を講じる必要がある。

○ 教養の語学教育について，英語以外の外国語にも一層の力を入れていただきた

い。 

なお、学生との意見交換の折、総合科学部の入試科目について文系型科目と理系 

型科目の違いがあり，入学後の履修に困難がある旨の発言があった。学部として 

色々工夫している事は承知しているが、カリキュラム上の構成と教育方法の改善 

等を含め更に検討されたい。 
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あとがき 
 

平成 24 年度から平成 26 年度を調査期間とする自己点検・評価実施報告書の作製は，平

成 27 年度総合科学研究科評価委員会（古川康雄，髙谷紀夫，山崎 護（支援室長），坂田

省吾，柴田美紀，淺野敏久，石坂 智，荒見泰史，田口 健，井口容子）と支援室（総務

担当）を中心として平成 27 年 9 月末に着手し，この度，ようやく冊子としてまとめること

ができた。本報告書の大部分は，教育領域委員会，教務委員会，21 世紀科学プロジェクト

委員会を通して，多くの先生方に原稿の執筆をお願いした。また，エビデンス資料となる

教育活動，研究活動，組織運営などに関する多くのデータの収集と整理を事務職員の方々

にお願いした。これら多くの方々のご協力のおかげで、なんとか年度内に自己点検・評価

実施報告書の完成をみることができた。 

今回の報告書の体裁は前回のものを踏襲しており，過去３年間に渡って行われた

学部と研究科における教育活動，研究科における教育・研究活動，地域・社会貢献

活動などについて総括されている。本調査期間中に、総合科学部では教育プログラ

ムの変更という大改革がなされた。本報告書では，従来の 10 プログラム制と新し

くスタートした１プログラム制である「総合科学プログラム」について，その改変

の経緯も含めて併記されているが，総合科学部が目指す学生教育は本来どのような

ものであるのかという事が明確に示されていると思う。 

本研究科の３部門における専門分野に特化した教育・研究活動と，21 世紀科学

プロジェクト群を代表とする学際的，総合的教育・研究活動は，本研究科における

教育・研究活動の両輪である。過去３年間の研究業績，外部資金獲得状況，21 世

紀科学プロジェクト群の活動状況を示すエビデンス資料をまとめてみると，本研究

科の理想の実現に向けて着実に成果が挙げられていることがわかる。なお，本報告

書の末尾に，過去 3年間の部局組織評価シート，経営協議会学外委員評価シート，

部局組織評価プレゼン資料を添付しておく。これらの資料は，本調査期間において，

総合科学部・総合科学研究科が受けた評価ならびにその改善について記されている

ものである。  

最後に，本報告書の作製にあたっては，多くの教職員の方々に原稿依頼や資料収

集・整理のためご無理をお願いした。ここに，厚く謝意を表して結びとする。 

 

 

平成 28 年 3 月 

総合科学研究科評価委員会 

委員長  古川 康雄 
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